
・考えた解決に向けての提案を聴き合い，国際的な課題を解決するために必要なことを考える。（本時 6/8） 

・学習全体をふり返り，より良い国際社会をつくっていくために大切なことを考える。 

 

３，本時の目標 

社会科 

・国際的な課題に対する解決案を聴き合って，持続可能な社会をつくるためにこれからの日本や自分ができることに

ついて考える。 

グローバル・スタディーズ 

・環境，貧困などグローバルな課題について自分なりの考えを持ち,表現する。 

 

４．予想される本時の展開 

主な学習活動と発問 予想される子どもの姿 学習活動と支援の留意点 

1，今日の学習課題について考える。 

〇今日の学習における「自分のめあ

て」は何ですか。 

2，国際的な課題を解決する提案会議

を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

3，自分のグループに戻って，提案会

議で仲間からもらった意見をもと

に提案の修正を行う。 

 

 

○提案会議をもとに，どのような修正

を行いました（行おうと思っていま

す）か。 

⇒状況に応じて、１グループ（貧困）

を中心に取り扱う 

3，今日の学習をふり返る。 

 

 

 

 

（例）貧困 

・開発途上国に先進国の取り組み

を導入して，お金をつくる仕組

みを育てればよいのではない

か。 

・余っている衣食を集めて支援す

る取り組みをもっと増やせばい

いのではないか。 

 

・今あるものだけで解決するので

はなく,新しい仕組みを考えな

いといけない。 

・罰的なものだと、結局は守らな

い人が増えてくる。 

・問題の真因を一面的にしか見ら

れていなかったので、もっと問題

を深く見て提案を練り直したい。 

・互いの課題解決案を聞き合うこと

で，何を明らかにしたいかを自分で

持てるようにする。 

 

・提案を聴き合うことで，お互いに足

りない視点を補い合えるようなグ

ループ編成をする。 

・「自分たちの思いを伝えて終わり」

にするのではなく，そこから気にな

ったことや考えたことを出し合っ

て共に解決法を考えていけるよう

にする。 

 

 

 

 

 

・現状（問題）に対して、様々な見方

で考えることで解決法が変化して

いくことを実感できるようにする。 

 

 

・自分の考えの変化や学習理解をメタ

認知できるようにする。 

■ 

 

18-10　授業解題

島名：グローバル・イシュー 

教科（領域）：社会 

単元（教材）：「世界のみらいと日本の役割」 

対象：附属桃山小学校 6 年 1 組 

授業者：若松 俊介 先生 

1．グローバル・スタディーズの観点からみた本授業の「強み」

本授業は SDGs を参考にして、環境、貧困、平和などの様々なグローバルな課題につい

て、子どもたちが資料を探し、それをもとに、課題解決のための提案を自分達で考え表現す

る学習活動である。グローバルな課題の解決に子ども自身がどのように関わるかを視野に入

れている。 

本授業のはじめに、各グループにおいてはそれぞれの課題解決についての提案を確認し、

その後に各グループから一人ずつが参加する提案会議を行った。提案会議では、各自が持ち

寄った課題解決について提案し、それへの質問に答える活動が中心となる。その後再び自分

のグループに戻って、提案会議で他の子どもからもらった意見を出し合って、自分のグルー

プの提案について修正を行う、という学習活動であった。 

 本授業の強みとしては、グローバルな課題について「自分たちの思いを伝えて終わり」で

はなく、子どもたちがグローバルな課題について考えたことを出し合って共に解決法を考え

る。さらに、様々な見方で考えることで課題解決法が変化していくことを実感することも目

指している。世界が急激に変化する時代に生きる子どもたちにとって、課題発見と課題解決

の方法を考えることが強みと言えよう。 

 新しい「学びのスタイル」として、グループ内及びグループ間で課題解決に向けての提案

を聴き合うことで、お互いに足りない考えを補い合えるようなグループ編成が組織されてい

た。子どもたちは自分のグループが選んだ課題の解決だけを考えるのでなく、他の班の人に

発表し、他の班の発表を聞くプロセスで、SDGsの課題群の解決方法を全体的に捉えること

が可能となっている。対話的で主体的な深い学びの実践例（2017 年学習指導要領の実施）

といえよう。 

2．グローバル・スタディーズのカリキュラム開発にむけて 

本単元の学習は、それまでの学習の成果が積み上がって可能となった学習活動と見なされ

る。社会、国語、理科、総合、台湾交流学習など、複数教科などでの学習が関連づいて成り

立っている。授業者によれば、それぞれの学習時において出てきたグローバルな話題や課題

が、子どもの中で少しずつつながる過程で、「国際的な課題はどのようなものがあるのか」

「国際的な課題をどうすれば解決できるだろう」といった問いが自然と生まれたとされる。

グローバルな課題はもともと簡単に解決できるものではない。しかし、6年生の児童におい
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て、世界の現状を調べ考え、課題を整理し、解決方法を提案することが可能であるという実

践事例であった。 

 付け加えると、本授業では附属桃山小学校に設置されている「メディア科」が果たした役

割が大きい。子どもたちが各班の課題解決を提案するとき、PCタブレットを利用して、写

真や図表を用いてわかりやすく説明したことは評価できよう。メディア科で育成された情報

活用能力を、グローバル・イシューの課題解決学習に利用したところに、情報化社会の中で

グローバル・スタディーズが目指す方向性が見られた。 
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